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Establish KYOTO Leather
2016Feb.

PremiereVisionParisExhibition(France)
2016Sep.

PremiereVisionParisExhibition(France)
2017Feb.

PremiereVisionParisExhibition(France)
2017Sep.

PremiereVisionParisExhibition(France)
2018Feb.

PremiereVisionParisExhibition(France)
2018Mar.

KYOTOLeatherMeeting2018 @ Nijo Castle
2019Feb.

PremiereVisionParisExhibition(France)
2019Sep.

PremiereVisionParisExhibition(France)
2020Jan.

KYOTOLeatherMeetingTOKYO
@ESPACE Nihonbashi

2020Jan.
LINEAPELLENEWYORKExhibition(L.A.)

2022Sep
.LINEAPELLEMilanExhibition (Italy)

2022Nov.
KYOTOLeatherMeeting2022

@Kyoto City Museum

2023Feb.
KYOTOLeatherSalonTOKYO

@shangri-la TOKYO

2023Oct.
KYOTOLeatherExperience

@SilkroadArtisan TOJI

2023Nov.
KYOTOLeatherExperience

@Mitera Sennnyuuji

2024Jan.
KYOTOLeatherSalonTOKYO

@TheOkuraTokyo

2024Feb.
KYOTOLeatherSalon SINGAPORE

@ConradCentennialSingapore

2025 Jan. 
KYOTOLeather FashionShow

@Kanda Myojin Tokyo

2025 Feb. 
KYOTOLeatherMeeting2025

@Azabudai Hills Tokyo

2025Feb.
KYOTOLeatherSalon SINGAPORE

@ConradCentennialSingapore

2025Sep. 
Haute Mode Hirata Fashion Show

Fashion

All our leather is made from Wagyu

Our leather is carefully made by 
traditional craftsman in Kyoto.

Exhibition

GIVENCHY /ST-dupont /BMW / SEIKO WATCH(GS / CREDOR) Jean-Georges at The Shinmonzen
Capella KYOTO/ Hotel The MITSUI KYOTO/POLA/ Scotchgrain/KINOKUNIYA/Haute Mode Hirata  etc..

Collaboration

Interior



About KYOTO Leather

2016年に立ち上がったKYOTO Leather Project。京都の伝統産業である京友禅や西陣織の関連の工房と国内有数の皮革産地・姫

路のタンナーがタッグを組み、日本で育まれた伝統文化である「用の美」を世界に通用する天然皮革へと生まれ変わらせ、新たなブ

ランドを諸工芸と共に創造するプロジェクトです。

タンナーと協力した皮革の鞣しに始まり、厚み・硬さなど素材の調整から色糊・染色・蒸しまでゼロから組み立てることで生まれまし

た。服、バック、ソファーや家具まで、鞣し方によって厚みや硬さを変化させ、用途によっては紙のように薄くするなど、様 な々加工を施

しています。その素材に京友禅や墨流し染、西陣の金銀箔加工など、用途に合わせ純金やプラチナ・銀など様 な々素材や、藍染をは

じめとする草木染めなどの優しい色調など、様 な々色柄を表現しています。

KYOTO Leatherの革は、主に食肉用の和牛を中心とした副産物を活用して作られており、原料のサイズも様 で々す。命の一部である

皮を廃棄することなく活用し、レザーアイテムとして長く使う。それ自体がエコでサスティナブルなのです。

我 に々託されたミッション、それは職人の技術継承・雇用の創出、後継者の育成など、伝統産業に特有の課題の解決です。京都で育

まれてきた日本の伝統的な風合い、色や柄の魅力をもう一度再確認し、それらを新しいステージで輝かせる―そのために、着物など

の伝統工芸品ではなく、現代生活のより身近に感じられる素材やアイテムを提案し続けてきました。

２０２３年からは、京都以外にも活動範囲を広げ、沖縄では琉球びんがた事業協同組合とも連携し、「琉球びんがた」の染色技術を活

用したブランド構築など、新たな取り組みを多数展開しています。

Online Boutique instagram

今、日本に必要なもの、それは我 自々身が日本に誇りを持つこと。特に戦後日本では欧米を中心としたシステ
ムを導入し続け、結果として日本古来の各種文化はどんどん崩壊していきました。また近年、日本の伝統文化
・産業に興味を持つ人も増えてきましたが、「伝統」と括った結果、日常の生活から次 と々消えてしまっていま
す。
古来、シルクロードの時代より、日本人は舶来の商品・サービスに憧れてきました。時代が移り変わり、舶来品
も手に入れやすくなりました。百貨店やセレクトショップ等では、日本製品より高価でも海外ブランド製品を買
い求める姿が多く見られます。他方、スーパーに行けば、高くても日本産のものを買おうとする傾向がありま
す。この違いは何か？それは教育システムそのものではないでしょうか。日本産の高付加価値の商品を手に
取って頂くために必要なもの、それは魅力的な「アイテム」と「ブランド」のファン作り。社会全体としてそれら
の価値観を作り上げなければなりません。
社会の発展のために最先端科学技術やAI等への投資は必要ですが、人 が々豊かに生きていくためには、心
の豊かさが必要です。魅力あるものがそれを満たしてくれます。サブスクリプションで満たされるのであれば
、歴史的な建造物や国宝など、きっと存在していません。これからの日本に必要とされているのは、ただ単な
る商品ではなく、手にとる歓びを提供していくことであり、それは一朝一夕で確立できるものではありません。
本プロジェクトは、そのためのきっかけづくり。個性や技術を持った企業・職人が一丸となって取り組み、新た
な価値を生み出すことを目指します。世界経済の中で生き残るために不可欠なのです。今後の取り組みにも
ご協力頂ければ幸いです。

Our Message

Head office/Showroom - KYOTO
Private Salon is Located at central 
KYOTO

443-1, Shonin-cho, Higashiyama-ku, 
Kyoto, JAPAN

Factory
Tanning: 325-2, Takagi, Handa-cho, 
Himeji-city
Leather Item : Saga-isenokami cho 
Ukyo-ku, Kyoto


